









































































































































































































































































































































































































































































































































 （２） Stoker, G.（1998 ）Gorvernance Theory : Five Proposition, International Social Science Journal No.155 
  Woods, N.（1999） Good Gorvernance in International Organization, Global Gorvernance.
 （３） Pierre, J.（2000）Introduction : Understanding Governance, in Pierre, J.ed., Debating Governance —
Authority, Sterring, and Democracy, Oxford University Press. p.3
 （４） Robert. D. Putnam （1993）, Making Democracy Work : Civic Traditions in Modern Italy, Princeton 
University Press （河田潤一訳（2001）『哲学する民主主義　伝統と改革の市民的構造』NTT出版）










 （10） この点については，藤松素子 2005「地域福祉形成における住民参加の意義と課題」『佛教大学総合
研究所別冊紀要　介護保険の施行とその課題』での整理を参照。
 （１１） 真田是（1992）『地域福祉の原動力』かもがわ出版，pp.72-107に基づき整理したものである。
 （１２） 和田敏明編（2002）『地域福祉を拓く第 3巻　地域福祉の担い手』ぎょうせい等に代表されるもので，
前述したように，個々の地域住民を社会福祉事業経営者やボランティアグループ等と横並びにし
ていることに共通する特徴をもつ。
 （１３） これについては岡崎祐司 2002「地方自治と地域福祉」岡崎祐司・河合克義・藤松素子編『現代地
域福祉の課題と展望』かもがわ出版の整理を参照。
 （１４） 森岡清美他編 1993『新社会学辞典』有斐閣 p.987を参照のこと。
 （１５） この「地域生活主体」という用語は今後検討の余地のある未熟なものであることは否めない。












 （１９） Ibid,. p.31.
 （２０） Ibid, p.31. p.70
 （２１） J.ハーバーマス・細谷貞雄・山田正行訳（1999）『公共性の構造転換』第 2版　未来社，p.12参照。
 （２２） 同上，pp.46-78参照。
 （２３） 同上，pp.44-48参照。
 （２４） 地域社会学の越智昇によれば，ボランタリーアソシエーションとは「都市的生活様式の浸透に対
して，なかんずく，分業的専門サービスになじまない個人的必要・共通した必要を自覚した人々
が，自発的に連帯してその達成に向けて主体的，創造的な関係性としてのネットワーキングを形
成する，そのような性格をもつ社会関係」であると整理している。越智昇（1990）「ボランタリー
アソシエーションと町内会の文化変容」倉沢進・秋元律郎編『町内会と地域集団』ミネルヴァ書
房，p.260を参照。
〔付記〕
本稿は 2004年度教員研修の成果の一部である。筆者の研修を引き受けてくださった東京大
学社会科学研究所大沢真理教授及び関係者のみなさん，同時に学部創設年度に研修機会を与え
てくださった学部教員のみなさま方に心からの感謝を申し上げる。
　（ふじまつ　もとこ　社会福祉学科）
2005年 10月 19日受理

